
添付書類をすべて用意してからご記入ください 復興支援・住宅エコポイント発行・交換申請書 リフォーム用（戸別申請） 記入の仕方① 
※『復興支援・住宅エコポイント 申請の手引き リフォーム用（戸別申請）』もあわせてご利用ください。復興支援・住宅エコポイントのホームページ(http://fukko-jutaku.eco-points.jp)においてご覧になれます。 

Ⓐ 

１枚目 受付窓口使用欄（記入不要） 
復興支援・住宅エコポイントの申請には 
「平成24年1月版」と書かれた申請書をご使用ください。 
 

※ 「住宅エコポイント 発行・交換申請書」では申請できません。 

 この申請書を作成した日を記入 3 

  申請者本人の電話番号を記入 
 

● 法人の場合は、「申請者氏名」に記入した担当者の電話番号
 を記入 
 

※ 事務局から連絡する可能性があります。 

4 

  申請者本人の生年月日を記入 
 

● 法人の場合は、記入不要 
 

※ 20歳未満の方は酒類への交換はできません。 

5 

  工事証明書の「工事期間」に記載されている
  工事着手日・工事完了日を記入 
 

※ 平成23年11月21日～平成24年10月31日に 
 工事着手したものが、ポイントの発行対象となります。 

11 

  ≪代理申請の場合のみ記入≫ 
  代理申請者の情報を記入  
 

● 窓口申請の場合は、持参する方の氏名を「担当者氏名」に
 記入 
 

● 個人の場合は、「事業者名」は記入不要 
 

● 電話番号は携帯番号でも可 
 

※ 事務局から連絡する可能性があります。 

8 

      の住宅について、過去に発行を受けたポイン
  トを記入し、今回申請可能なポイント数を計算 
 

● 初めて申請する場合は「過去に発行を受けたポイント」に
 「0」を記入 
 

※ 過去に発行を受けたポイントは、「住宅エコポイント」と
 「復興支援・住宅エコポイント」で発行されたポイントの 
 合計です。 
 

 過去に発行を受けたポイントが不明な場合は事務局に 
 ご確認ください。 
 

※ 耐震改修を実施した場合は、今回申請可能なポイント数に
 加えて150,000ポイントが発行されます。 
 

※ 新築のポイントが発行された住宅にはリフォームのポイント
 は発行されません。 

9 6 

  該当するすべてにチェック  
 

● 工事証明書の「工事内容」を確認 
 

● バリアフリー改修・住宅設備（太陽熱利用システム・節水型 
 トイレ・高断熱浴槽）の設置・リフォーム瑕疵保険への加入・
 耐震改修のみでの申請は不可 

10 

  申請者本人の住所が 「リフォームした住宅の
  住所」と異なる場合は記入 
 

● 法人の場合は、法人の所在地を記入 
 

● この住所をポイント通知・交換商品の発送先とする場合は
 チェック 
 

※ 申請後、商品が届く前に転居する場合は、必ず事務局に 
 ご連絡ください。 

7 6 

  申請する住宅の住所を記入 
 

● 住所は省略せずに記入 
 

● 共同住宅等の場合は、マンション・アパート名・部屋番号 
 まで必ず記入 
 

※   のチェックがない場合は、ポイント通知・交換商品の 
 発送先となります。 

1.郵便番号のみで地名を省略 

2.部屋番号記入なし 

住所記入のよくある間違い例 

6 

7 

  申請者本人の氏名を記入 
● 法人の場合は、法人名とあわせて担当者の氏名を記入 

●△商事株式会社 □● 太郎 

マルサンカクショウジカブシキガイシャ シカクマルタロウ 
▼申請者が法人の場合の記入例 

2 

  該当するいずれかにチェック 
● 工事証明書の「住宅の種類」を確認 

1 

12   工事施工者の情報を記入 
 

● 建設業許可を有しない事業者は、「建設業許可」は記入不要 
 

● JVや共同請負等の場合は工事施工者の代表者の情報のみを 
 記入 

12 
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2枚目 

① 

② 

③ 

⑥ 

Ⓑ 

※        の記入については、別紙「復興支援・住宅エコポイント発行・交換申請書 リフォーム用（ポイント交換について）」をご参照ください。 

ポイントを交換しましょう 
添付書類をすべて用意してからご記入ください 復興支援・住宅エコポイント発行・交換申請書 リフォーム用（戸別申請） 記入の仕方② 

㋐～㋘ 

㋙ 

㋚ 

㋛ 

㋜ 

㋝ 

㋞ 

㋟ 

㋠ 

㋡ 

㋢ 

㋣ 

④ 

⑤ 

Ⓒ 

Ⓓ 

Ⓓ Ⓕ Ⓖ 

Ⓓ 

Ⓕ 

Ⓖ 

  署名・捺印した日を記入 23 

  同意事項に同意し、申請者本人が署名・捺印 
● 法人の場合は、法人名と担当者氏名を署名（ゴム印不可）し、
 法人印または担当者印を捺印 
※ 署名は必ず自筆で記入してください。 

25 

  ≪代理申請の場合のみ記入≫ 
  同意事項に同意し、代理申請者が署名・捺印 
 

● 法人に所属している場合は、法人名も記入し、個人印を捺印 
 

※ 署名は必ず自筆で記入（ゴム印不可）し、捺印は個人印を 
 押してください。 

26 

26 

23 
25 

13 

14 

15 

20 

16 

18 

21 

19 
    ～   の合計を計算して記入（=   ） 18 ① ⑤ Ⓑ 

     と   の合計を計算して記入し、 
  発行ポイント数（=    ）を確認 
 

※ 耐震改修を実施していない場合は、  の値を記入してください。 

21 Ⓒ ⑥ 

Ⓒ 

Ⓓ 

       と     の少ない方を記入し、耐震改修分を 
  除いた発行ポイント数（＝   ）を確認 
 

※   は1枚目の「今回申請可能なポイント数の確認」にあります。 

19 Ⓐ Ⓑ 
Ⓒ 

Ⓐ 

4枚目 

  3枚目 

   ≪バリアフリー改修をした場合のみ記入≫ 
  工事証明書の「バリアフリー改修」を確認 
 

● 工事証明書に記載されているとおり、該当する箇所をチェック 
 

● それぞれの工事について、工事箇所数を合計したうえで 
 ポイント数を計算し、    に記入 
 

●    の合計を      に記入 ③ 

㋜～㋞ 

15 

㋜～㋞ 

   ≪住宅設備を設置した場合のみ記入≫ 
  工事証明書の「住宅設備の設置」を確認 
 

● 工事証明書に記載されているとおり、該当する箇所をチェック 
 

●    の合計を      に記入 ④ ㋟～㋡ 

16 

   ≪窓の断熱改修をした場合のみ記入≫ 
  工事証明書の「窓の断熱改修」を確認 
 

● 工事証明書に記載されているとおり、工事内容を記入 
 

● ポイント数を計算し、それぞれ      に記入 
 

●    の合計を      に記入 
㋐～㋘ 

㋐～㋘ ① 

13 

   ≪外壁、屋根・天井又は床の断熱改修をした場合のみ記入≫ 
  工事証明書の「外壁、屋根・天井又は床の断熱改修」を確認 
 

● 工事証明書に記載されているとおり、該当する箇所をチェック
 し、工事内容を記入 
 

●    の合計を      に記入 ㋙～㋛ ② 

14 

3枚目 

24 
  申請者（代理申請者を含む）に同意していただく事項 24 

必ずお読みください 
（申請書4枚目の下段の注意事項もお読みください。） 

Ⓔ 

  ≪耐震改修を実施した場合のみ記入≫ 
  工事証明書の「耐震改修」を確認 
 

● 工事証明書に記載されているとおり、  にチェックし、 
 ポイント数を   に記入 
 

※ 別途「耐震改修ポイント発行申請書」が必要となります。 

20 

⑥ 
㋣ 

17 

   ≪リフォーム瑕疵保険に加入した場合のみ記入≫ 
  工事証明書の「リフォーム瑕疵保険への加入」を確認 
 

● 工事証明書に記載されているとおり、  にチェックし、 
 ポイント数を   に記入 
 

※ 国土交通大臣の指定する住宅専門の保険法人（住宅瑕疵担保責任 
 保険法人）が取り扱うリフォーム瑕疵保険が対象となります。 

⑤ 

17 

㋢ 

2401 

22 

       をそれぞれ書き写し、引き算して 
 残りの利用可能ポイント数を記入 
22 Ⓓ Ⓕ Ⓖ  申請書に記入した内容に間違いがない 

 ことを再度ご確認ください。 

 この申請書のコピーをとり、 
 保管してください。 
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